
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年１１月２日（水）発行 

１  頑張る農林漁業者の取組紹介 

２  会津農林事務所からのお知らせ 

３  会津農林事務所の取組紹介 

４  研修・イベント情報 

 

 

 

 

「ふくしまから はじめよう。『食』と『ふるさと』新生運動」 

会津地方かわら版 

 会津地方推進本部（福島県会津農林事務所） 

会津地方推進本部では、新生ふくしまの『食』と『ふるさと』の

実現に向け、農林業者、県民、関係機関・団体が一体となり、

様々な運動を展開しています。会津地方の農林業者の取組

や、各部・所の取組、各種研修・イベント等の情報を発信するた

め、会津地方かわら版を発行しています。 

 

第１２号（平成２８年１１月） 

「ふくしまから はじめよう。『食』と『ふるさと』 

新生運動」会津地方かわら版について 

会津伝統野菜の栽培から商品開発・PR活動・研究及

びシードバンクなどを行っている会津農林高校の取組を

紹介します。 

 震災当初は水耕栽培を中心に活動していましたが、お

いしい野菜は良い土で育てたいと思い勉強していたところ

会津農書や会津伝統野菜に出会いました。会津伝統野

菜は生産者が減り、種を保存して繫いでいくことが必要に

なっている厳しい状況の中で、営利を目的としない教育機

関として貢献できるのではと考え、種を守る取組（シード 

頑張る農林漁業者の取組紹介 

福島県立会津農林高等学校 （会津坂下町） 

会津農林高校の皆様 

 
バンク）や子供たちに繋ぐ取組（会津伝統野菜に関する食育事業及び次世代の福島を担う人材育成事業「専門学校

と小中学校のキャリア教育連携事業」）を推進しています。 

さらに、実践力をつけるため６次化商品の開発も行っています（福光赤筋にんにくのオリーブ漬け、小菊かぼちゃを

地元企業にパウダー化してもらいパンやマドレーヌに使用するなど）。 

○消費者へのメッセージ 

地元の方が知って・体験・経験して、農家や新規就農の若者の応援者になって欲しいと思っています。 

会津は観光地なので、文化＋農業を地元で盛り上げていって、さらに地域の大切な食材を残していかなければなら

ないと考えています。 

○課題、今後の目標について 

地元のシェフや農家などのアポ取りや連絡はすべて学生自ら行い、栽培も責任をもって管理させ、実践力が身に

つけられるような工夫をしています。会津農林高校の学生みんなが農業の仕事に就くわけではありませんが、このコ

ミュニケーション力などの経験を社会に出てからも役に立ててほしいです。 
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【農業振興普及部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会津地方の受賞者の皆様 

 

検査現場視察対応の様子 

 

９月９日、福島市の杉妻会館において、第５７回福島県

農業賞表彰式が行われ、会津地方からは、会津若松市

北会津町の手代木淳様・浩美様、喜多方市塩川町の三

橋和久様・恵美子様、柳津町郷戸の齋藤秀夫様・春代様

が受賞されました。 

手代木御夫妻は、水稲とトルコギキョウ、イチゴの栽培

を組み合わせた周年栽培による営農の効率化や首都圏

への販路拡大の取組などが評価されました。御二人は

「今後も、品質を高めて県産農産物の信用を高めていき

たい。」と抱負を語りました。 

県産米の安全確保のため、福島県は、２４年産米から県

内で生産された全ての米の放射性セシウムを検査していま

す。これまでに県全体で毎年１,０００万点以上の米を検査し

ており、２７年産米は、全て基準値（食品衛生法上の基準値

１００Bq/kg）以下でした。なお、会津農林事務所管内の米

は、検査開始以来、全て基準値以下となっています。 

福島県産農産物に対する風評は、依然として払拭されて

いませんが、福島県産米は、生産段階で放射性セシウムの

吸収抑制対策を実施し、収穫後に世界に例のない一袋毎の

検査を行うなど、安全・安心の確保に向けた対策を関係機

関・団体と連携して継続しています。さらに、検査現場の視 

○第５７回福島県農業賞受賞おめでとうございます！ 

会津農林事務所からのお知らせ 

三橋御夫妻は、平成２年にトルコギキョウの生産を開始後、長期的な出荷に向けた栽培を進め、市場相場に左右

されにくい安定した経営を実現していることが評価され、農林水産大臣賞と併せて受賞されました。御夫妻は「トルコ

ギキョウが会津の農業を支える一つの柱になるよう一層努力していきたい。」と今後の目標を語りました。 

 齋藤御夫妻は、夏秋トマトの先進的な栽培技術等を率先して導入し、収量・品質とも地域のトップクラスを実現して

いる経営が評価されました。御二人は「より美味しいトマトの生産を目指して日々努力していきたい。」と意欲を新た

にしました。 

 受賞された皆様が、今回の受賞を励みに地域農業の担い手として、更なる経営発展を実現されることを御期待い

たします。 

【農業振興普及部】 

○米の全量全袋検査を実施しています 

察や報道機関への公開などの対応を通して、本県の取組を広くお伝えしているところです。また、会津産米（コシヒ

カリ・ひとめぼれ）は、一般社団法人日本穀物検定協会による２７年産米の食味ランキングにおいて、最も評価の高

い「特Ａ」に格付けされ、県内外に良食味米として知られています。今年は、長雨のため収穫遅れが心配されました

が、品質は良好です。農家の皆さんが手塩にかけて育てた「極上の会津米」を、ぜひお召し上がり下さい。 

【農業振興普及部】 
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誓いの言葉を宣誓する両緑の少年団の団長 

 

ダム見学の様子 

 

会津美里町の小学３～５年生（高田小学校４７名、宮川小

学校２８名、新鶴小学校３３名、本郷小学校５３名）たちが、７

月～１０月にかけて、森林環境学習等の一環として新宮川ダ

ムを見学しました。生徒たちは、ダム堤体、取水設備、係船設

備などの見学を通してダムの役割・施設について説明を受

け、その後、ダムの水が田んぼの水に適しているかを確かめ

るために水質調査を行いました。 

 ダム堤体の見学のなかでは、長い階段が続くダム監査廊を

登り、普段行っているダム点検の一部を体験し、生徒たちから

は、普段入れないところを見られて楽しかった、急な階段で大 

磐梯第一小学校「ほたるっ子」緑の少年団、磐梯第二小学

校緑の少年団の合同結団式が、９月１４日に磐梯第一小学校

において実施されました。 

緑の少年団は、子どもたちが森林や緑に関する活動を通じ

て、心豊かな人間に育っていくことを目的とした子どもたち主

体の団体であり、福島県内１１３団、会津管内３３団の緑の少

年団が結成されています（平成２８年６月１日時点）。 

今まで両校では、花壇づくりや森林環境学習、木工工作、き

のこ栽培体験など様々な森林や緑に関する活動を実施してい

ましたが、組織的な活動を更に進めるため、今年６月、新たに

少年団を結成することとなりました。 

 

○新宮川ダム見学について 

変だった、ダムの大きさを実感できたなどの声が聞かれました。また、水質調査では、一人一人がダムの水のｐHを測

り、ダムの水が中性付近であり、田んぼの水に適していることを確認しました。 

見学を通して生徒たちは、普段眺めている川の上流に、自分たちに身近な田んぼの水として利用するために、水が

貯められているダムがあることや、ダムの水を計画的に貯めることが、安定した米の収穫に繋がっていることなどを学

びました。 

【農村整備部 ・ 新宮川ダム管理所】 

○磐梯第一・第二小学校緑の少年団の合同結団式が実施されました 

今回の結団式では、第一小学校団員５５名、第二小学校団員３１名を代表して、両団の団長が、磐梯の自然を愛

し、守り育てるための活動を実行する旨誓いの言葉を述べました。 

平成３０年、福島県で開催する全国植樹祭に向けた気運の高まりにつながるものであり、子どもたちの今後一層の

活躍に期待が大きく寄せられます。 

【森林林業部】 

会津農林事務所の取組紹介 
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キャンペーンブースの様子 

 

農業・農村の活性化を図るため、喜多方市グリーン・ツーリ

ズムサポートセンター主催で喜多方市高郷町においてモニタ

ーツアーが９月２４日から２５日の２日間にわたり開催され、

（株）東邦銀行や首都圏の企業など７社１１名が参加しました。 

１日目は、トゥルシー畑（ホーリーバジルというインドの神聖

なバジルのほ場）の見学や試飲、地元産「天のつぶ」などの食

用米にこだわった酒づくりをされている『会津錦酒造』の見学、

稲刈り体験を行いました。また、地元農家の方や関係者を交

えた交流会が行われ農家民宿へ宿泊しました。 

２日目は、「たかさと棚田ウォーク」に参加し受付や物販の手

伝いを行った後、棚田や野山を散策しました。天候にも恵まれ 

１０月９日に今年度第３回目の「おいしいふくしまいただきま

す！」キャンペーンを道の駅あいづ湯川・会津坂下「第１１回湯

川村新米祭」に合わせて開催しました。今回ＰＲしたのは会津

産の新米、果物（リンゴ、ナシ）、ヨーグルト。うつくしまライシー

ホワイトの関本恭子さんにご参加いただき、会津産新米のＰＲ

をしました。昼夜の寒暖差が大きく、お米の粒が大きいこと、水

がおいしいこと、土壌が豊かで刈り取り直前まで栄養分や水

分が供給されることが会津産米のおいしさの理由です。 

試食では、会津みずほ農場の会津産「天のつぶ」を使用した

米粉パン＆会津農林高校のイチゴジャム、会津中央乳業のベ

この乳ヨーグルト＆やまひろファームのフルーツソースを提供 

○「高郷モニターツアー（元気な農村創生企業連携モデル事業）」が開催されました 

参加者達は棚田や立岩山からの景色に癒やされていました。また、意見交換会では企業と協働した地域づくりを

行うための企画などの提案をいただきました。参加者の中には、「喜多方市は環境や素材としてとても良い物をた

くさん持っているので、『どうして喜多方で農泊体験？』と聞かれないような『喜多方と言えば、○○だ』というものが

あったら良いのではないか」などの提案があり、双方にとって有意義な場となりました。 

地域の方々の協力により２日間楽しく過ごすことができました。また、今回の取組についてフェイスブックなどの

ＳＮＳで高郷町や農村と企業の連携の魅力などの情報発信をしていただいております。 

【企画部】 

モニターツアー参加者の皆様 

 

○「おいしいふくしまいただきます！」キャンペーンを開催しました 

したところ、雨にもかかわらず多くの方がキャンペーンブースを訪れてくださりました。また、県産農産物の消費動

向等に関するアンケートに回答してくださった来場者先着４００名様へは会津産のリンゴとナシをプレゼントしまし

た。来場者の方からは「米粉パンはもちもちしていておいしかった」とか、「ヨーグルトは濃厚でとてもクリーミーだっ

た」などのお声をいただき、好評のうちにキャンペーンを終えることができました。今年度最後の第４回目は１２月３

日（土）に道の駅猪苗代において開催予定です。 

【企画部】 
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創立記念市の様子 

 

本年９月、会津共販所のサテライト市場として、三島木材市

場（三島町）が開設し、１０月１１日に創立記念市が開催されま

した。 

 これまで会津農林事務所管内には、会津共販所（会津若松

市）および会津共販所サテライト市場（会津美里町）がありまし

たが、会津西部地域には木材市場等はなく、当地域の豊かな

森林資源の利活用が進んでいませんでした。 

 そのため、会津流域林業活性化センターが中心となって関

係市町村や林業事業体等と検討を重ねた結果、会津地方森

林組合林業振興協議会（管内の３森林組合で構成）が主体と

なって三島市場を始めて開設するに至りました。 

１０月２６日、会津美里町立新鶴小学校の小学５年生児童３

４名が参加して、学習田の稲刈りを実施しました。 

 一年を通して児童たちは、田植えや生き物調査そして稲の

生長について学習を行うことで食や命の大切さを学んできまし

た。 

前日に雨が降ったため稲刈りが出来るか心配されました

が、天気も回復し秋晴れの中、収穫をすることが出来ました。

児童たちは、大きな穂を付けた稲を観察し、丁寧に刈り取るこ

とで自然の恵みに感謝し、昔ながらの脱穀作業を体験するこ

とで農作業の変化と昔の人の苦労を知る機会となりました。 

参加した児童からは「コンバインでは、全ての作業が一台で 

○会津共販三島市場の創立記念市（木材市）が開催されました 

今回の木材市には、柳津町、金山町、西会津町を中心に、スギやカラマツ、キリが約２，８００本（約５１０㎥）出荷さ

れ、約４３０万円の取引となりました。 

 今年度は１１月にも木材市が開催される予定で、今後、会津西部地域の木材流通拠点となり、地域材の利活用促

進と地域活性化が図られることが期待されます。 

【森林林業部】 

○「田んぼの学校（ふくしまの農育推進事業）」学習田の稲刈りを実施しました 

稲刈りに挑戦する児童の様子 

 出来るが昔の人は、刈り取りや脱穀を一つ一つ手作業でやっていたことを体験し昔の人の苦労がよく分かりました。」

との声や「はじめて鎌を使い稲刈りを行いましたが丁寧に刈り取ることが大変でした。」などの話がありました。 

 今後は収穫祭を実施し児童たちが育てた米の味を感じ、食と命の大切さについて理解を深めていきます。 

【農村整備部】 
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【ご意見・お問い合わせ】 
 
会津地方推進本部事務局 

（福島県会津農林事務所企画部地域農林企画課内） 

〒９６５－８５０１ 

福島県会津若松市追手町７番５号（会津若松合同庁舎２階） 

ＴＥＬ （０２４２）２９－５３６９  ＦＡＸ （０２４２）２９－５３８９ 

E-mail：kikaku.af04@pref.fukushima.lg.jp 

 

 

 

 

 

あいづ“まるごと”ネットでは、会津・南会津地方の地域産業６次化をより一層推進 

していくため、今年度第２回目の交流会を開催します。 

日時： 平成２８年１１月２２日（火）１３：３０～１５：２０ 

会場： 下郷ふれあいセンター（下郷町役場向かい） ２階研修室 

    （住所： 下郷町大字塩生字大石１０００） 

内容 （１）講演 

「『会津田島アスパラ』のペーストで広がる新たなビジネスチャンス（仮題）」 

       JA会津よつば、しらかわ五葉倶楽部より発表 

（２）試食会 

「『会津田島アスパラ』のペーストで作ってみました。『シェフおすすめの逸品』」 

       講師： （株）山際食彩工房 代表取締役 山際 博美 氏 

申込期限： 平成２８年１１月１０日（木） 

問い合わせ： 南会津農林事務所 企画部 担当 馬上 

電 話： ０２４１－６２－５２５２    メール：  kikaku.af05@pref.fukushima.lg.jp 

【企画部】 

研修・イベント情報 

○平成２８年度あいづ“まるごと”ネット第２回交流会を開催します 

 

2016 年 11 月 

日 月 火 水 木 金 土 

  1 2 3 4 5 

6 7 8 9 10 11 12 

13 14 15 16 17 18 19 

20 21 22 23 24 25 26 

27 28 29 30    

 

○農家民泊交流会を開催します 

まちむら交流きこうの長谷川先生を講師にお迎えし、若者交流と地域資源の活用について学びます！ 

また、会津大学短期大学部産業情報学科等の学生さんたちにモニターツアーの成果発表をしていただき、意見交

換を通して農家民泊実践者同士の交流の場とします！会津地方の農家民泊、グリーン・ツーリズム実践者同士が交

流できる場です。たくさんの方のご参加をお待ちしております。 

日時： 平成２８年１１月１５日（火）１３：３０～１５：４５ 

会場： やないづふれあい館（柳津町役場隣り） 会議室  （住所：河沼郡柳津町大字柳津字下平乙２４２－２） 

内容 （１）講演 「若者交流と地域資源の活用について（仮題）」 

       講師： （一財）都市農山漁村交流活性化機構  業務部広報情報T調査役  長谷川 雅彦 氏 

    （２）モニターツアーの成果発表、意見交換 

       モニターツアー体験学校と受入農家民宿による成果発表、講師を交えた意見交換 

申込期限： 平成２８年１１月７日（月） 

問い合わせ： 会津農林事務所 企画部 担当 齋藤 

電 話： ０２４２－２９－５３６９    メール：  kikaku.af04@pref.fukushima.lg.jp 

【企画部】 


